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3/15/204 

印刷技術懇談会 近藤信一 

印刷技術懇談会 2024 年 3 月度例会（第 520 回） 

『海外デジタル印刷 最新動向』 

兵藤 伊織氏 

 日時：2024 年 3 月 15 日（金）18:00～20:00（参加者 35 名 (内 Zoom 11 名)） 

 場所：㈱モトヤ 東京本社 6F（東京都中央区八丁堀） 

 講演要旨 

兵藤伊織氏から「海外のデジタル印刷の最新動向」というテーマでお話をしていただいた。オープニングで

は、「デジタル印刷が大好き人間」で、趣味は「国内・海外の展示会の視察」、「各種ユーザー会への参加」そ

れに「印刷に関する資格取得への取組み」というやや風変わりな自己紹介から始まった。  

講演の骨子は以下である。 

① 自己紹介（経歴と取得資格） 

② 海外市場の現状 

③ 視察企業訪問レポート（4 社） 

④ まとめ 

上記の骨子の②では、韓国ソウルで開催された Print HOW Seoul 2023（主

催：キヤノンプロダクションプリンティング）への参加報告で、「韓国はデジ

タル印刷が進んでいる」とのコメントがあった。またデジタル印刷についての

様々なトレンドの紹介もあり、世界の中でアジア地域の市場が最も大きなボ

リュームを占めていることなどの情報が示された。（P.7～P.8 参照） 

これに続けて米国のボストン郊外の印刷会社（8 社）訪問から見えてくる課題も語られ、繁忙期は時給 10,000

円程度でも、従業員の確保が厳しいという事例の報告もあった。なぜ、それだけの時給でも応募者が来ないの

かという質問に対して、「印刷は Sexy ではないから」という返答があったとのこと。これは「印刷という仕

事には、(高額な時給でも) 魅力がない、そこで働いてみたいとは思わない」という極めて強いネガティブな反

応である。米国での事とはいえ、筆者の記憶に残るフレーズである。 

今後の設備投資計画の優先順位のトップは、デジタル印刷、オフセット印刷ともに「後加工」が重要という

認識で、「製本加工機」への投資だった。ホリゾン社の名前もしばしばあげられていた。（P.10 参照） 

③の視察企業（4 社）訪問レポートから見えてくるデジタル印刷導入の成功事例からは、それぞれ特徴のあ

るビジネスモデルを構築したことであろう。例えば、POLARIS 社（米国）の「BF から DM への業態の変革」、

BRIDGEPORT 社（米国）の「上製本に特化した、加工度の高い仕事を得意技とし、大口顧客との取引はしな

いというビジネス方針」、Shawmut 社（米国）の広い国土をカバーするための「ZOLL という Web to Print シ

ステムの開発と営業展開」、最後のドイツの Friedmann 社の「徹底したデジタル化と自動化による人を必要と

しない仕組みの構築」である。 

今回の講演のもうひとつの肝は、兵藤氏の「学び」と、その「成果の伝達」の姿勢である。P.5 に「デジ

タル印刷における経歴」というタイトルの表がある。オーバーラップする時期もありながら、現場 8 年、営

業 8 年、企画 10 年という氏の「キャリア レコード」である。右端の列には、その時々で氏が取得していっ

た資格が記されている。自発的な学びとしての「リカレント教育(recurrent education)」の好例である。氏の

問題意識（P）と学び（D）と資格取得（C）というきれいな PDCA サイクルを読み取ることができる。 

兵藤氏は、組織に属して仕事をしていて、成果を出している方だが、他方、上記の「学び」や「国内外の

展示会見学」その「成果発表」等は、組織とは別の活動として切り分けていると聞いた。今回も兵藤氏個人

としての立場での講演だった。多様な働き方が試みられるようになってきた現代において、個人と組織との

「間合い」とも言うべきものについても考えさせられた機会でもあった。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・以下、メモ・・・・・・・・・・・・・ 

 兵藤伊織氏のプロフィール 

 1980 年生まれ、神奈川県横浜市出身 

 「デジタル印刷」大好き人間 

 趣味 

 国内・海外の展示会への視察 

 各種ユーザー会への参加 

 印刷に関する資格取得に対する取組み 

 

 経歴 

 2004年東芝の子会社にあるCRD（Central Reprographics Department）に配属後、デジタルプリン

トサービスにおけるオペレーション業務を担当。（図面大判・PODトナー機・インクジェット大
判・Horizon社の製本機） 

 その後、上流でのサービス向上を目指しDTP／クロスメディア業務を担当し、フロントからバック

エンドにおけるノウハウを取得。 

 2014年某医療機器メーカーに付帯するマニュアルをカラー化し、ユーザー満足度向上を目的とする

合同プロジェクトに参画。生産管理システムと連動し、高性能カラートナー印刷機（iGen4）をベ

ースとした自動化ワークフローを確⽴。 

 カラーマニュアル化の成功と同時に、運用の効率化と価格の合理化の実績で高い評価を受ける。 

 2019年には最先端インクジェットカラー輪転機と自動製本機を軸とする自動化プロジェクトのPM

を担当、印刷業界におけるマスカスタマイゼーションモデル（大量生産と受注生産）のスマートフ

ァクトリーを構築。 

（日本印刷技術協会による掲載記事︔https://www.jagat.or.jp/archives/74766） 

 2021年7月以降、セールスプロモーションとして、デジタルと紙媒体を併用したプロモーション業

務に従事、 

 日々、デジタルの力と紙媒体の両⽴した価値について追い続けており、仕事外では⼀般社団法人
PODiとしても（ボランティアという名の趣味）情報収集・発信をしている。 

 
 

 保有資格（下線：国家資格） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 好きな分野の傾向 

 営業が最も好きだ。(人と話しをする事、人と人をつなげる事) 

 営業(8年) ≧ 現場(8年) > 企画(10年) 

 

 

 DTP 検定 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ種 

 JAGAT DTP エキスパート 

 JAGAT CME（クロスメディアエキ

スパート） 

 有機溶剤作業主任者 

 カラーコーディネーター2。3 級 

 色彩検定 2、3 級 

 3 次元 CAD 利用技術者試験 

 

 衛生管理者 2 級 

 FX Color Management Basic 

 TC 3 級（テクニカルコミュニケーショ

ン） 

 情報処理技術者試験（IT パスポート） 

 プロモーションマーケター 

 上級ウエブ解析士 

 日商簿記 3 級 
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印刷技術懇談会当日の様子 
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結 論 
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海外市場（韓国ソウル、米国ボストン）の現状と将来のトレンド 

 Print HOW Seoul 2023（韓国 ソウル） 

 日時：2023 年 10 月 25(水)～26(木) 

 場所：韓国 ソウル KINTEX センター(左写真) 

 主催：キヤノンプロダクションプリンティング 

 テーマ： 

「インクジェットによって現状を改善し、その一歩

先を想像する」 

 

 Print HOW とは 

 

 兵藤氏のコメント 

 韓国はデジタル印刷が進んでいる。 

 (下写真) セミナー後の懇親会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右から2人目の韓

国の印刷会社の

社長が、自社につ

いて説明してい

る。 
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 世界におけるアナログ印刷とデジタル印刷 

 印刷全体（左の円グラフ） 

 アジアの需要は非常に大きい。 

 それに北アメリカと西ヨーロッパが続く。 

 デジタル印刷（右に円グラフ） 

 アジア地域がトップ 

 次に北アメリカ地域、西ヨーロッパ地域 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国別の印刷市場規模（アジア地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジア地域にお

いて、日本の印

刷市場は印刷全

体でも、デジタ

ル印刷でも群を

抜いて多い 

(中国は除外) 
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 各印刷分野におけるデジタル印刷（モノクロ印刷とカラー印刷）(2022 年 vs. 2026 年) 

 各分野において、カラー印刷は増加するであろう。 

 現時点でも、モノクロからカラー印刷にして、付加価値を上げ、受注していく傾向あり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 米国 ボストン近郊の印刷会社（8 社）の訪問（2023 年 7 月 10 日(月)～5 日(土)） 
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 ボストン近郊の印刷会社における課題 

 従業員の確保難の問題 

 時給 10,000 円でも応募者が来ない。 

 「印刷業界は SEXY ではない」(賃金の問題ではない) 

 求職者は他業種へ流れる。（IT 企業やアマゾンのアッセンブリーなど） 

 

 印刷用紙の供給不安定の問題 

 発注してから半年後に納品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 米国の印刷会社数の減少の傾向 

  日本と同様事業者数は減少傾向あり。 

  2026年には18,944社と予測5,000社減 

  50名以上の会社はM&Aによる統廃合が進む。 

  小規模事業者は後継者不足から廃業が多い。 

 

 対応策 

 ⼀人あたりの生産効率を上げること 

  自動化により人手に頼らない生産体制の構築 

 アナログからデジタルへ、人手からロボットへ 

 

 設備投資計画 

 投資の優先度では「製本加工システム」がトップ 

 デジタル印刷でも、オフセット印刷デモの後加工工程への投資が重要と考えている。 
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企業訪問レポート（4 社） 

 POLALIS (米国) 

 顧客入稿のリードタイムを解消するためデジタル印刷を選択 

 大口の DM、封筒に特化したビジネス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この発想

は面白い

想 
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 同社の大口顧客 Citibank の考え方 

 DM の見直し（読んでもらうためには紙媒体の DM のほうが e-mail よりも効果的） 

 Citibank は一時期 DM をやめたが、また DM に戻った。（DM の価値の再認識） 

 「印刷物には信頼性がある」 

 マーケティングにおける「媒体ミックス」の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この発想

は面白い

想 
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 BRIDGEPORT NATIONAL BINDERY（米国） 

 小ロット製本の強みを生かしたデジタル印刷にシフトした会社 

 

 創業と特徴・強み 

 図書館の傷んだ本の修復する会社として創業 

 上製本のマーケットへ参入 

 「印刷会社が嫌がる仕事」にシフトして成功 

 多様な国の従業員への対応（言語の壁あり。⇒ 半自動化、情報の共有方法の工夫） 

 AGV への投資計画あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビジネスの考え方 

 大ロットの顧客とは付き合わない。 

 わがままに振り回され、最後はコスト競争に陥るだけ 

 

 上製本の製造に特化 

 Book of One （一冊一冊異なる上製本）を一日 5,000 冊製造する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

机上に並べ

られた上製

本のカバー 
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 情報共有の方法（言語に頼らない方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Shawmut（米国） 

 人材の課題を解決するためにデジタルにシフトした会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の生産目標の冊数

(4,749)と 

現在の生産冊数(1,225)

の表示ディスプレー 

品質不良のカバーを写

真で示して認識を促し

ている 
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 ZOLL の開発 

 ZOLL の開発と Web to Print System の提案 

 広い米国での営業を、営業マンという人ではなく、ZOLL という受発注のシステムで行う。 

 ZOLL をベースにすることにより、営業が必要ではない仕組みを構築 

 結果として、利益率の高いデジタル印刷へのシフトが可能になった。 

 デジタル印刷のほうが、オフセ

ット印刷のオペレーターより

も雇用がしやすい。 

 （右写真 ZOLL の画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Friedmann（ドイツ）https://friedmann-print.de/en 

 徹底的にデジタル化と自動化を推進している会社 

 カード印刷 

 自動化するたびに、従業員の人数を減らして、同時に、利益を上げていくという考え方 

 

 

 

 

 


